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東
テ
ィ
モ
ー
ル
で
復
興
支
援
活
動
を
行
っ
て

い
る
自
衛
官
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
日
本
地
雷

処
理
㍉
復
興
支
援
セ
ン
タ
ー
」
（
Ｊ
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｃ
）

が
5
月
2
5
日
、
同
国
肇
察
へ
の
不
発
弾
処
理
技

術
指
導
を
開
始
し
た
。
昨
年
7
、
月
か
ら
行
っ
て

い
た
組
み
立
て
式
建
物
（
コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
）

の
建
設
技
術
指
導
に
続
く
活
動
で
、
陸
自
Ｏ
Ｂ

3
人
と
民
間
人
1
人
の
計
4
人
で
2
年
半
に
わ

た
っ
て
指
導
を
行
う
。
平
時
寿
昭
理
事
長
（
元

2
施
団
長
、
元
陸
将
補
）
は
「
将
来
的
に
は
同

国
が
自
前
の
処
理
組
織
を
作
り
、
指
導
し
た
技

術
を
復
興
に
役
立
て
て
く
れ
れ
ば
」
と
話
し
て

いる。

東
テ
ィ
モ
ー

ル
の
警
察
に

東
テ
ィ
モ
ー
ル
で
は
独
立
紛

争
当
時
の
不
発
弾
、
旧
日
本
軍

が
遭
賛
し
た
砲
弾
類
な
ど
が
多

数
発
見
さ
れ
、
復
興
の
障
害
と

な
っ
て
い
る
。
手
楯
弾
に
よ
る

子
供
の
死
傷
事
故
も
多
く
、
今

後
、
復
興
事
業
が
本
格
化
す
る

に
従
っ
て
、
不
発
弾
が
掘
り
起

こ
さ
れ
る
可
能
性
は
高
く
な

り
、
死
傷
事
故
な
ど
が
増
え
る

に
役
ユ
遽
悪
業

し
て
た
た
え
ら
れ
て
い
る
。
こ

う
し
た
勇
者
を
養
成
で
き
る
こ

と
に
誇
り
と
喜
び
を
感
じ
て
い

る
↑
と
述
べ
た
。

こ
と
も
予
想
さ
れ
て
い
る
。

同
国
で
の
不
発
弾
処
理
は
、

こ
れ
ま
で
国
連
東
テ
ィ
モ
ー
ル

支
援
団
（
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｔ
）

の
軍
事
部
門
が
行
っ
て
い
た

が
、
独
立
3
年
目
の
5
月
2
0
日

に
同
部
門
が
全
面
撤
収
。
今
後

は
警
察
が
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な

っ
た
が
、
警
察
に
は
不
発
弾
処

理
の
経
験
が
な
い
。
こ
の
た
め

今
後
は
久
光
さ
ん
以
下
4
人

同
国
政
府
は
昨
年
1
1
月
、
「
軍
処
弾
薬
部
長
の
大
脇
友
三
畢
冗
体
制
で
訓
練
生
1
0
人
の
指
導
に

ヽ
Ｉ
ｎ
′

∩
〓
Ｕ

稟刑覿

Ｊ
Ｄ
Ｒ
Ａ

供の死傷事故多発、国連から引き継ぐ

訓
練
開
始
式
で
ス
ピ
ー
チ
す
る
平
時
理
事
長
（
中
番
。
左
隣
は

ロ
バ
ー
ト
内
務
大
臣
（
5
月
2
5
日
、
デ
ィ
リ
市
内
の
聾
察
学
校
で
）

事
部
門
撤
収
後
の
た
め
に
、
不

発
弾
処
理
技
術
の
指
導
資
し
て

ほ
し
い
」
と
Ｊ
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｃ
に
要

請
し
て
い
た
。
国
連
の
仕
事
を

Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
引
き
継
ぐ
の
は
初
め

て
だ
と
い
う
。

Ｊ
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｃ
は
、
陸
自
第
4

次
東
テ
ィ
モ
ー
ル
派
遣
施
設
群

が
昨
年
6
月
2
5
日
に
撤
収
し
た

の
を
受
け
、
同
7
月
か
ら
同
国

政
府
、
首
都
デ
ィ
リ
県
が
推
薦

す
る
訓
練
生
に
対
し
、
コ
ン
テ

ナ
ハ
ウ
ス
の
組
み
立
て
要
領
を

指
導
し
て
い
る
。
訓
練
期
間
は

5
カ
月
間
で
1
フ
ェ
ー
ズ
。
第

1
フ
ェ
ー
ズ
を
修
了
し
た
1
期

生
1
8
人
は
今
年
3
月
以
降
、
第

2
フ
ェ
ー
ズ
と
し
て
実
際
に
病

院
、
大
学
の
研
究
棟
な
ど
の
建

設
に
従
事
。
並
行
し
て
2
期
生

2
0
人
へ
の
組
み
立
て
要
領
指
導

も
行
わ
れ
て
い
る
。

要
請
を
受
け
た
Ｊ
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｃ

は
外
務
省
と
調
整
の
結
果
、
要

請
に
こ
た
え
ら
れ
る
資
金
的
な

め
ど
が
立
っ
た
た
め
、
Ｕ
Ｎ
Ｍ

Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｔ
軍
事
部
門
撤
収
か
ら

間
を
産
か
ず
に
人
員
を
派
遣
す

る
こ
と
を
決
め
た
。

同
部
門
撤
収
直
前
の
5
月
1
5

日
、
平
時
理
事
長
以
下
、
元
防

医
大
学
生
部
長
の
久
光
書
敬
元

陸
将
補
（
6
5
）
、
元
武
器
補
給

1
陸
佐
（
堅
、
元
西
方
装
備
当
た
る
。
当
面
は
模
型
を
便
っ

部
の
岸
良
巌
元
3
陸
佐
（
鬱
、
た
訓
練
が
主
に
な
る
が
、
不
発

民
間
人
で
建
設
会
社
・
北
岡
組
弾
が
見
つ
か
っ
た
場
合
は
、
実

勤
務
の
高
山
修
一
氏
（
4
8
）
が

現
地
入
り
し
た
。
久
光
さ
ん
以

下
Ｏ
Ｂ
3
人
は
い
ず
れ
も
武
器

科
職
種
の
出
身
だ
。

同
2
5
日
に
は
デ
ィ
リ
市
内
の

警
察
大
学
で
訓
練
開
始
式
が
行

わ
れ
た
。
式
に
は
同
国
か
ら
ロ

ヘ
ル
ト
・
テ
ィ
ア
ゴ
・
ロ
バ
ー

ト
内
務
大
臣
も
出
席
。
あ
い
さ

際
の
処
理
作
業
を
見
せ
な
が
ら

の
研
修
と
な
る
。
最
終
的
に
は

同
国
警
察
に
不
発
弾
処
理
鼠
織

を
立
ち
上
げ
さ
せ
る
の
が
目

的
。
期
間
は
2
年
半
を
予
定
し

て
い
る
。
平
崎
理
事
長
は
「
国
連
の
撤

収
後
に
、
引
き
続
き
日
本
外
務

省
の
無
償
資
金
協
力
を
受
け
た

つ
に
立
っ
た
平
崎
理
事
長
は
わ
れ
わ
れ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
、
日
の
丸

「
カ
ン
ボ
ジ
ア
な
ど
で
は
不
発
を
掲
げ
て
働
く
意
義
は
大
き
い

弾
処
理
に
携
わ
る
者
は
勇
者
と
と
思
う
」
と
話
し
て
い
る
。

寄
付
や
会
員
を
募
集

の
際
、
通
信
欄
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
な
ど
の
連
絡
先
、
会

Ｊ
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｃ
で
は
現
在
、
会
費
、
寄
付
金
の
別
と
金
額
を
記

員
と
寄
付
を
募
っ
て
い
る
。
会

員
に
は
正
会
貞
、
賛
助
会
員
が

あ
り
、
正
会
貞
は
特
定
非
営
利

活
動
促
進
法
上
の
社
員
に
当
た

る
。
年
会
費
は
、
正
会
員
が
個

人
5
0
0
0
円
、
法
人
会
員
1

ロ
5
万
円
、
賛
助
会
員
は
個
人

3
0
0
0
円
、
－
法
人
は
正
会
貞

と
同
じ
。
会
費
、
寄
付
金
は
郵
便
振
替

で
、
口
座
番
号
0
0
＿
9
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日
本
地
雷
処
理
・
復
興
支
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す
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。
問
い
合
わ
せ
は
〒
1
0
2
－

0
0
8
2
東
京
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町
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ラ
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号
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「
特
定
非

営
利
活
動
法
人
日
本
地
雷
処
理

・
復
興
支
援
セ
ン
タ
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」
電
話
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、

フ

ァ

ッ

ク

ス

0
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・
8
2
8
8
、
ｅ
メ
ー
ル
ｉ
ｎ
ｆ

Ｏ
◎
ｊ
ｄ
ｒ
ａ
ｃ
，
Ｏ
ｒ
的

詳
し
く
は
Ｊ
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｃ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
‥
ミ
ｗ
ｗ
ｗ
．

セ
ン
タ
ー
」
に
振
り
込
む
4
そ
ｊ
ｄ
ｒ
ａ
ｃ
ｒ
Ｏ
晶
＼
）
で
。


